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立正大学は、1872年の「小教院」設立を起点として、2022年で開校150周年を迎えた歴史
ある大学です。1580年に開設された日蓮宗の教育機関を起源として、明治期にヨーロッパ発
祥の学問体系と融合。幅広い教養教育と実学教育による人材育成を進めながら、9学部16
学科7研究科を擁する総合大学へと発展してきました。
入学後は、生涯にわたって成長していくための基礎力を養いながら、学生一人ひとりが個性
を磨き、専門性を高めていくことができるでしょう。品川・熊谷の2つのキャンパスは、いずれ
も地域に開かれた拠点として発展しつつあり、企業や自治体など、学外との連携事業も活発。
多様なフィールドで日頃の成果を思う存分に発揮できます。学業から課外活動、就職活動ま
で、有意義で実り多き学生生活に向けたさまざまな足掛かりをつくることが大学の責務であり、
全学生を全方位からサポートしていきます。
皆さんにはぜひ、所属する学部学科の学修にとどまることなく、幅広い学びにチャレンジして
ほしいと思います。例えば、「仏教×福祉」「文学×データサイエンス」「経済×データサイエンス」

「経営×心理」「法×環境」など、多分野の知見が融合することで、社会が抱える課題を解決
する糸口が見つかることもあります。1分野を学ぶだけでは見えなかったことが、多分野を学ぶ
ことで見えてくることがあるのです。自分には関係ないと考えていた点と点がつながることで
新発見の喜びがあり、学びの醍醐味や“おもしろさ”も感じられます。多分野の学びは刺激に
満ち溢れ、新たな気づきを積み重ねるチャンスが豊富。立正大学だからこそ可能な複合的な
学びの中で、新たな可能性を見い出す目を養い、自らの可能性の芽を開花させてほしいと願っ
ています。

立正大学長　寺 尾  英 智

1580 天正 8 年 日蓮宗の教育機関として下総国飯高郷（千葉県匝瑳市飯高）
に飯高檀林を開設

1872 明治 5 年 東京芝二本榎（港区高輪）に小教院（のちに宗教院に改称）
を設立【立正大学開校の起点】

1875 明治 8 年 飯高檀林を廃止し、宗教院を大教院に改組
学祖・新居日薩が大教院にて開講式を挙行

1904 明治 37 年 東京府下荏原郡大崎村谷山ヶ丘
（品川区大崎）に日蓮宗大学林を設立
小林日董が大学林長（初代）に就任

1907 明治 40 年 日蓮宗大学林を日蓮宗大学に改組

1919 大正 8 年 財団法人日蓮宗大学を設立

1924 大正 13 年 大学令により立正大学の設立が認可
文学部（宗教学科・哲学科・社会学科・史学科・文学科）、予科、
研究科を設置
財団法人日蓮宗大学を財団法人立正大学に改組

1925 大正 14 年 日蓮宗大学を立正大学専門部に改称し、宗教科、国語漢文
科、歴史地理学科を設置

1947 昭和 22 年 文学部に地理学科を設置

1949 昭和 24 年 学校教育法による新制大学として認可
第Ⅰ部［昼間部］に 仏教学部（宗学科・仏教学科）、文学部

（哲学科・史学科・国文学科・社会学科） 、第Ⅱ部［夜間部］
に仏教学部（宗学科）、文学部（史学科・文学科・社会学科・
地理学科）を設置

1950 昭和 25 年 文学部英文学科［第Ⅰ部、第Ⅱ部］、経済学部（経済学科）［第
Ⅰ部、第Ⅱ部］を設置
立正大学短期大学部を設置

1951 昭和 26 年 財団法人立正大学を学校法人立正大学学園（立正大学・同
短期大学部・立正高等学校・立正中学校）に改組
立正大学専門部を廃止
大学院文学研究科を設置

1952 昭和 27 年 石橋湛山、第16代学長に就任
学長在任中に、大蔵大臣、通商産業
大臣、第 55 代内閣総理大臣に就任

1904（明治37）年ごろ
日蓮宗大学林全景

1957 昭和 32 年 文学部［第Ⅰ部］に地理学科を設置

1967 昭和 42 年 熊谷キャンパスに教養部を設置（熊谷キャンパスの開設）
経営学部（経営学科）を設置

1981 昭和 56 年 法学部（法学科）を設置

1986 昭和 61 年 文学部英文学科を文学部
英米文学科に改称

1988 昭和 63 年 大学院経済学研究科を設置

1992 平成 4 年 開校120周年

1994 平成 6 年 大学院法学研究科を設置

1996 平成 8 年 社会福祉学部（社会福祉学科、人間福祉学科）を設置

1998 平成 10 年 地球環境科学部（環境システム学科、地理学科）、大学院経
営学研究科を設置

2000 平成 12 年 大学院社会福祉学研究科、大学院地球環境科学研究科を設置

2001 平成 13 年 短期大学部を廃止

2002 平成 14 年 心理学部（臨床心理学科）を設置
文学部国文学科、英米文学科を統合し、文学部文学科を設置
第Ⅱ部［夜間部］を廃止

2004 平成 16 年 大崎キャンパスに総合学術情報センター竣工
大学院心理学研究科を設置

2011 平成 23 年 心理学部に対人・社会心理学科を設置

2012 平成 24 年 開校140周年
社会福祉学部人間福祉学科を子ども教育福祉学科に改称

2014 平成 26 年 大崎キャンパスの名称を品川キャンパスに変更
法学部および法学研究科が2014年度入学者より品川キャン
パスに履修地変更

2017 平成 29 年 熊谷キャンパス開設50周年

2021 令和 3 年 データサイエンス学部（データサイエンス学科）を設置

2022 令和 4 年 開校150周年

1992（平成４）年に竣工した
石橋湛山記念講堂

1985（昭和60）年ごろ
熊谷キャンパス全景

メッセージ

略沿革
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立正大学学園は、開校150周年を迎えた令和4（2022）年に、永続的に学園を発展させていくための指針となる長期構想「立正グランドデザイン」
を策定しました。本構想では、本学園がこれまで培ってきた歴史や伝統と革新とが融合する、新たな学園の姿を示しています。

第2次中期計画および単年度事業計画
長期構想「立正グランドデザイン」を具現化していくための第1フェーズとして、5か年の行動計画である第2次中期計画（2023
〜2027年度）を策定しました。第2次中期計画では、以下の観点から39個の具体的なアクションプランを立案し、各年度策
定する事業計画において具体化を図り確実な実行に結び付けています。

単年度事業計画

立正精神

［学園の目的］

［建学の精神］

［学園メッセージ］

真実を求め人類社会の和平の実現を念願する
立正精神に基づく教育を行い、有能な人材を育成する

「モラリスト×エキスパート」を育む。

立正グランドデザイン

中期計画

研究 国際社会に貢献する
研究の蓄積と発信

社会貢献・
連携

地域の活動を通して
国際社会を考える

学園経営・
運営

健全な経営をめざし、
財政基盤とガバナンスを強化する

校友連携 生涯にわたる校友との
連携体制の構築

多
様
性
を
尊
重
し
、

伝
統
と
新
た
な
知
を
融
合
す
る
こ
と
で

社
会
に
革
新
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
が

集
う
学
園

大　学 付属中学・高等学校
一、真実を求め至誠を捧げよう
一、正義を尊び邪悪を除こう
一、和平を願い人類に尽そう

行学二道

教育 成長のための基礎力と
個性を磨く専門性の育成

長期構想「立正グランドデザイン」

学園⻑期構想および中期計画

［ 第2次中期計画 基本方針と5つのフレーム ］

基本方針：社会ニーズへの対応とオリジナリティの確立
1 教育の質向上（大学・大学院・中高）
　 　― 教学マネジメント体制の強化等を通した学修者本位の教育へのより一層の転換
2 研究活動の活性化 ― 本学の特色を活かした異分野研究活動によるイノベーションの創出
3 社会貢献・連携 ― 社会ニーズを捉えた活動の推進と教育活動への実装
4 学生受入・支援 ― 多様な生徒・学生・教職員がお互いの個性を認めあうキャンパスづくり
5 経営基盤強化 ― 教育研究活動の持続可能な発展と整備および学園改革を進めるための基盤強化

※長期構想および中期計画の詳細は本学公式ホームページ（下記URL）よりご覧ください。
　https://www.ris.ac.jp/rissho_school/about_school/index.html
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経済学部
経済学科 大学院　経済学研究科
経済学部の教育目的は、自ら課題を発見し、解決できる思考力・行動力
を持った人材を育成することです。「経済学」「国際」「金融」の3コース
制のもと、特に少人数教育を重視しており、1年次はクラス制を設け、2
年次から4年次までは専門ゼミナールを通じて考える力を涵養しています。
また、現役のジャーナリストを招いて行う授業や、学生自身で企業への
取材を行うことを通じて、インターンや就職活動で実践的に使えるビジ
ネススキルを学ぶ授業など、特色ある授業も開設しています。

本研究科には、「経済システム研究コース」に加え、特に環境保全や資
源エネルギー問題に焦点を当てた「環境システム研究コース」、地域経
済の課題を国際的な視野の下に研究する「地域システム研究コース」
の3コースがあり、理論科目とともに統計データに基づく実証分析の科
目も充実させ、大学院生のさまざまな問題意識に応えることに努めてい
ます。また、留学生を積極的に受け入れるとともに、社会人教育にも力
を入れています。

経営学部
経営学科 大学院　経営学研究科
経営学部は「心豊かな産業人の育成」を理念とし、多くの産業人を輩出
してきました。50年以上の伝統を誇りますが、常に先取の精神を持ち、
教育の革新に努めています。カリキュラムでは、理論教育にとどまらず、
実務家による授業を設けるとともに、ゼミナールにおいては現代社会に
対応した活動を展開し、「人間力」や「共創力」の養成を進めています。
PCを全員に貸与し、スキル教育を行っているのも大きな特徴です。

多様化する研究ニーズに応え、本研究科では2つのコースを設けています。
「アカデミック・コース」では講義科目と研究指導（税理士志望者のた
めの論文指導も含む）により、修士論文を作成します。また、社会人ニー
ズに対応した「ビジネス・ソリューションコース」では講義科目に加え、
専門家と専任教員の複数体制による演習指導を通して、ビジネス現場で
の課題解決に向けた研究成果を実務指向的「研究成果報告書」にまと
めます。

文学部

大学院　文学研究科
哲学科／史学科／社会学科
文学科 （日本語日本文学専攻コース、英語英米文学専攻コース）

仏教学専攻、英米文学専攻、社会学専攻、史学専攻、国文学専攻、哲
学専攻を擁する本研究科は、1951年創設の長い伝統を有しつつ、時代
の変化に対応した教育と研究を推進しています。いずれの専攻にも修
士課程と博士後期課程があります。奨学金をはじめ、単位互換・長期
履修・出版助成などの諸制度を整え、さらなる学びを求める人すべてに
門戸を開いています。

文学部の教育目標は「文化を支え理解し、新たに創造する力」を備えた
個人を育成し、「文化」に関わるさまざまな分野のエキスパートとして社
会に貢献しうる人材を世に送り出すことです。各学科・専攻コースでは、
専門的知識だけでなく幅広い教養をも身につけ、柔軟な思考力と応用力
の育成を目指した教育をしています。必修科目である卒業論文の執筆
を通じて、課題を設定して分析し、考察する能力も養われます。

仏教学部
宗学科／仏教学科
仏教学部は、本学の建学の精神を直接的に継承する学部です。「仏
教の知的体系と人間探求に関する教養および専門的知識を修得し、
広く社会に貢献しうる人材を養成すること、およびそのために必要な
教育研究を行うこと」を教育の目的としています。1・2年次における

学問研究の基礎と仏教全般についての学修と、3・4年次における宗
学科（日本仏教コース／法華仏教コース）・仏教学科（思想・歴史コー
ス／文化・芸術コース）の専門的な学修を通じて、仏教の「智慧」と
ともに、現代社会を生きぬくための「人間力」を養います。

学部・学科／大学院研究科

※2025年度より、以下の通りコース名が変更されます。
　日本仏教コース→日本宗教・文化コース、思想・歴史コース→歴史・思想コース、文化・芸術コース→文化遺産・芸術コース
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法学部
法学科 大学院　法学研究科
法学部は法の成り立ち、仕組み、あり方を探求することによって、法的素
養を有する指導的職業人の育成を目指しています。将来の志望に合わ
せて「特修」「ビジネス法」「社会公共」の3つのコースを設置。少人数
制の教育を重視し、1年次はクラス制を設け、専門のゼミナールには2年
次から卒業まで3年間参加することができます。また、資格試験や公務
員試験などの受験対策指導にも力を注いでいます。

法学研究科は、1994年に創設された昼夜開講制の大学院です。法学
研究科の教育研究上の目的は、専門的職業人・公務員養成のための法
学教育と、専門的職業人・公務員等へのリカレントのための法学教育を
通して身につけた法律専門知識・法的推論能力を、リーガル・マインド
に基づき、社会において適正に活用できる人材を養成することおよびそ
のために必要な教育研究を行うことです。

地球環境科学部
環境システム学科／地理学科 大学院　地球環境科学研究科
地球環境科学部には理学系の環境システム学科と、長い伝統を誇る文
理融合系の地理学科があります。ともに国内外のさまざまなフィールド
での環境問題・地域の諸課題を学修する実践的授業と、最新機器や豊
富な地図を活用した少人数制授業を行っています。また、地理情報シス
テム（GIS）やリモートセンシングなどコンピューターを用いる実習も特色
の一つです。幅広い視野と高度な専門技術を身に付けた優秀な人材を
輩出しています。

さまざまな規模の環境問題に適切に対応するには、広い視野と深い専
門知識、そして確かな技能が必要です。地球環境科学研究科はそうし
た人材の養成を目指した、地理空間システム学専攻と環境システム学専
攻からなる文理融合型大学院です。両専攻とも博士前期（修士）・後期
課程を有し、それぞれ4 〜5分野から構成され、「人間活動と地球環境」

「フィールドサイエンス」といったキーワードを共有して地球社会への
積極的な情報発信に努めています。

社会福祉学部
社会福祉学科／子ども教育福祉学科 大学院　社会福祉学研究科
社会福祉学部では高度な福祉社会の実現と教育に寄与する人材を育成
しています。社会福祉学科ではソーシャルワークコース、教育福祉・社
会デザインコースを開設しており、社会福祉士・精神保健福祉士（受験
資格）、特別支援学校教諭の資格・免許の取得が可能です。子ども教
育福祉学科では教育・福祉・心理の学びを通し、子ども達への教育や
援助の知識と実践力を養い、小学校教諭、幼稚園教諭の免許、保育士
の資格の取得が可能です。

社会福祉学研究科では、「理論と実践の両立」を教育理念に掲げた教育
課程を編成しています。修士課程では、社会福祉学専攻を設置し、「ゼ
ミナール群」と「研究特論群」を、博士後期課程では、社会福祉学専攻
を設置し、「研究指導科目群」と「福祉特殊講義科目群」を配置していま
す。特に、社会人学生に対しては、研究と就業を往還できるリカレント
教育に力を入れています。なお、開設科目はすべてセメスター制です。

心理学部
臨床心理学科／対人・社会心理学科 大学院　心理学研究科
2002年に創設された首都圏で最初の心理学部です。臨床心理学科では、
カウンセリング等の心理的援助に関心のある学生が学び合う「場」を提
供し、心の専門家を育成しています。対人・社会心理学科は、社会で生
活している人の心理や行動が、周囲からどのような影響を受け、また影
響を与えているのかを学ぶ、全国初の学科です。両学科とも2018年よ
り公認心理師養成カリキュラムにも対応しています。

心理学研究科は修士課程3専攻（臨床心理学専攻、応用心理学専攻（2024
年度以降の学生募集停止）、対人・社会心理学専攻）と、博士後期課程（心
理学専攻）を擁しています。臨床心理学専攻は、臨床心理士、公認心理
師の受験資格を担保し、応用心理学専攻は、認知・行動・教育におよぶ
心理学的研究を行い、対人・社会心理学専攻は、人と社会の関わりの理
論的・実証的研究を行っており、広く門戸を開いています。心理学専攻
では、最新の専門的理論と実践的方法論の研究に努めています。

データサイエンス学部
データサイエンス学科
データサイエンス学部は、データサイエンスの様々な分野での実績を持
つ教授陣による講義と、実際にデータを用いてビジネス・モデルを展開し
ている企業や組織との連携によるインターンシップやフィールドワークといっ

た実践的な学びによる「文理融合型」のカリキュラムで、データサイエン
スを広く実社会に応用し、ビジネスをはじめとした社会のあらゆる現場で
新たな価値を生み出す即戦力となるデータサイエンティストを養成します。
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●研究推進・社会貢献センター
立正大学における研究支援や地域連携に関する窓口として、
地域・自治体や企業・団体の皆様との連携をサポートするた
め、2011年4月に発足しました。科学研究費助成事業（科
研費）をはじめとする競争的資金の獲得および受託研究事業
の受入、各研究・連携事業における外部と研究者との円滑な
協力関係の維持、促進を目的として包括的な研究支援を行っ
ています。
また、地域社会への開放的・知的な貢献に応えることも大学
の使命であると考えることから、本学の知の資産である研究
者を中心に地域連携も積極的に行っています。

●学内研究助成
センター支援費
本学では教育・研究活動に意欲的な研究者を支援するため、
独自の支援制度「センター支援費」を設けています。支援内
容は主に学内の異なる学部による共同研究、産学官連携のた
めの研究、科研費に申請するための補助金、学生教育を伴っ
た地域貢献に資する教育・研究などです。

●受託・共同研究
本学では、企業・自治体・他大学等のさまざまなニーズに応えて、
連携事業、受託研究、共同研究を行っており、1年単位の調査・
分析から、多年度にわたる大規模な研究開発など新たな知見
の創出、課題解決に向けた取組を幅広く委託されています。例
として、株式会社ニチイ学館及び国立大学法人東京学芸大学
と三者で行っている共同研究（保育園向け「STEAM教育プロ
グラム」の研究・開発）では、本学社会福祉学部・山田修平准
教授が幼児教育の視点から参画し、プログラム案の作成などに
取り組んでいます。また、仏教学部・秋田貴廣教授が行った圓
眞寺での諸尊像の修復研究では、各像の「尊容」の維持、回復
だけでなく、文化価値の維持、継承の在り方を探りました。こ
のように企業・自治体・他大学等と連携し、または委託を受け、
本学が有する知見やノウハウを活かして社会・地域に貢献する
ための窓口として研究推進・社会貢献センターでは各種サポー
トを行っています。

研究成果公開促進費（国内）
本学における優れた研究を、学内外に広めることを目的として
助成を行うものです。論文を学術雑誌に投稿するために必要
な経費を助成する「学術論文投稿助成」と、研究成果を出版
するために必要な経費を助成する「出版助成」の2種類から成っ
ており、優れた研究成果の公的流通の促進を目指しています。

研究成果公開促進費（国外）
本学における優れた研究を、世界に発信することを目的として
助成を行うものです。論文を国際学術誌に掲載するために必
要な経費を助成する「学術論文投稿助成」と、研究成果を海
外で出版するために必要な経費を助成する「海外での出版助
成」の2種類から成っており、本学の研究者および大学院生の
国際化を推進しています。

詳細はこちら　研究推進・社会貢献センター HP ▶︎

研究推進・社会貢献についての取り組み
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●地域連携
本学では、教育と研究を中心とした伝統的な活動にとどまらず、
地域社会への開放的・知的な貢献に応えることが大学の使
命と考え、本学の知の資産である研究者を中心に地域連携
を積極的に行っています。研究推進・社会貢献センターをは
じめ、学部、学科において教育と研究の推進を図り、地域と
の連携を進めています。

■しながわ大学連携推進協議会
品川区と大学が包括的な連携のもと、教育・文化、健康・福祉、
産業・観光、環境、まちづくり等の政策で協力し、区における地
域社会の課題解決および大学の教育・研究機能の向上と地域
社会の発展を図ることを目的に設立されました。

■埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）
地域の20大学・短期大学および自治体・企業で構成するプラッ
トフォームに参画し、地域活性化を目的に大学間の連携を生か
したさまざまな取り組みを展開しています。

■子ども大学くまがや・なめがわ
子どもの学ぶ力や生きる力の向上お
よび大学や教育委員会などの連携
による地域の教育力の向上を目的
に開催されています。

生涯学習事業

■デリバリーカレッジ
総合大学としての本学の特色を生かし、知的財産を広く社会に
還元し地域の皆様に活用していただくために、本学から多岐に
わたる分野の教員を各自治体に派遣して講座を開催しています。

■市民大学
地域で行われる市民大学などに教員を講師として派遣し、地域
の皆様の生涯学習に対するニーズに応えています。

■公開講座
社会に開かれた学びの場を積極的に提供するために、大学およ
び学部主催の公開講座を、品川、熊谷の両キャンパスで開催し
ています。 例）しながわ学、立正オープンカレッジなど

行政との連携
本学ではキャンパス近隣の自治体を中心に連携協定を締結
し、地域課題解決への協力やまちづくり施策への貢献を推進
しています。

〈主な連携協定締結自治体〉
東京都品川区、埼玉県熊谷市、埼玉県東松山市、埼玉県滑川町、
埼玉県秩父市、茨城県筑西市、千葉県匝瑳市、北海道東川町

■熊谷市産学官連携まちづくりフォーラム
立正大学、熊谷市、熊谷商工会議所、くまがや市商工会の四者
が2007年に締結した「産学官連携に関する基本協定書」の意
思に基づいて、地域社会の発展と人材育成を目指す「協働によ
るまちづくり」の一環として開催しています。

■大学間包括連携協定
清泉女子大学、埼玉県農業大学校と包括連携協定を締結し、
施設相互利用や合同職員研修、共同研究などを実施しています。

教育機関、大学等との連携も積極的に進めています。

大学間連携

企業との連携

■立正大学日本酒制作プロジェクト
埼玉県熊谷市の酒造メーカー・権田酒造株式会社の協力のもと、
本学学生がオリジナル日本酒の企画・制作・販売に取り組んで
います。プロジェクトを通して、学生が課題の発見・解決方法
を主体的に学ぶ「アクティブ・ラーニング」の実現と、地域社会
との連携深化を目指しています。

■公益社団法人東京青年会議所との連携
本学は、2023年7月に東京23区を活動地域とした地区青年会
議所の1つである、公益社団法人東京青年会議所と包括連携協
定を締結しました。青年会議所品川区委員会とは、令和4年度
品川区長選挙公開討論会や品川区わんぱく相撲、子育て世代
向けイベントなどで学生が関わり、提携の運びとなりました。今
後は地域と協働する活動を発展させ、社会貢献の意識と課題解
決に向けた動きを加速させていきます。

●ボランティア活動推進センター
当センターは通称ボラセンと呼ばれており、ボランティア活動の
紹介やサポート、講座等を開催し、ボランティア活動のきっかけ
づくりを行っています。ボラ
セン主催のボランティアプロ
グラムもあり、誰もが利用・参
加しやすいセンターを目指し
ています。

立正大学熊谷キャンパス17号館1階
TEL／FAX 048-539-1386
EMAIL v-cen@ris.ac.jp
OPEN 平日10時〜17時（13時〜14時閉室）
 ※長期休暇中は週3日の開室
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●立正大学図書館
品川と熊谷の両キャンパスに設置された図書館は、約101万冊
の図書と1万タイトルを超える学術雑誌のほか、電子資料やデー
タベース、視聴覚資料などを所蔵し、なかには「田中啓爾文庫」
や「河口慧海文庫」など、特色ある貴重な資料も所蔵していま
す。また蔵書検索OPACより一歩進んだ蔵書検索システム「ディ
スカバリーサービス」では、国内外の学術情報を網羅的にまと
めて検索することができます。加えて、本学の学術研究・教育
成果を「立正大学学術機関リポジトリ」で広く公開し、社会に
還元するよう努めています。さらに品川図書館では「古書資料
館」を設置し、和古書を中心とした専門資料を提供しています。
また、両キャンパスには学生・教員・職員の主体的な学び・交
流・発信の場として、「ラーニングコモンズ」を設置し、専門ス
タッフによるサポートデスクや利用案内の実施など、学修・研究・
教育支援の役割を担っています。

●国際交流の推進（国際交流センター）
本学では、グローバル社会で活躍できる国際感覚に優れた学
生の養成を目指し、国内外の学生に向けたさまざまな取り組
みに力を入れています。
各種留学・研修制度、語学講座、語学検定試験受験料補助
の他、英語スピーチコンテスト等をとおして、学生の語学力向
上・海外派遣のサポートを行っています。また、年間約140
名の外国人留学生を受け入れており、授業料減免制度や留
学生のための日本語教室などの支援を行っています。さらに、
留学生との交流を目的とした国際交流会をはじめ、さまざまな
国際交流の機会を提供しています。

●立正大学博物館
立正大学博物館は、2002年、
本学開校130周年を記念し、
創立以来学内の各所に分散
所蔵されていた諸資（史）料を
一括保管・一括公開すること
を目的に、総合博物館として
熊谷キャンパス内に設置されました。「史学の立正大学」の伝
統を象徴する立正大学博物館では、歴史・宗教・芸術・民俗・
産業・自然誌に関する学術的資料を収集・保管し、これらの調
査研究を行って「博物館年報」「万吉だより」、展示図録などを
刊行しています。館内では縄文時代の土器類をはじめ、日本の
みならず海外の遺跡からの出土資料を体系的に展示しています。
また、博物館学芸員資格取得を目指す学生の実習施設として
活用するほか、移動展示・講演会などの活動も行い、学内外の
教育・研究に寄与しています。

立正大学英語スピーチコンテスト –Rissho Voices–

主な展示

■ネパール・ティラウラコット遺跡出土資料
立正大学インド・ネパール仏蹟調査団により発掘された資料。

■吉田格コレクション
縄文時代研究の著名な学者・吉田格（1941年本学卒）によって寄贈され
た資料（縄文土器、骨角器、伊藤圭介蒐集石器など）。

■撫石庵コレクション
眞鍋孝志氏（日本古鐘研究会会長）より寄贈されたアジア各地の梵音具（鐘・
鐸など）を中心とするコレクション。

■樺太出土資料
久保常晴氏（元本学名誉教授）が樺太の地を調査した際に出土した資料。

■熊谷キャンパス内出土資料
施設新築に際し、文化財保護法に基づく発掘調査により出土した資料。
特に、縄文時代早期の土器群は貴重な資料として注目されている。

■古代窯業遺跡出土の須恵器と瓦
本学考古学研究室が全国各地で実施した「古代窯業の考古学的研究」に
よって発掘された資料。

古書資料館

2014年に品川キャンパスに開館した古書資料館は、江戸時代の和
古書を中心に、貴重書、特殊資料（巻子本・折本・函物等）など約
45,000冊を所蔵する専門図書館です。一般資料とは異なる利用上
の取り決めがありますが、開架室のすべての古書を書棚から“自分で”
取り出し、閲覧することができます。また、古書資料館専門員が古書
の利用相談を受け付けています。

『枕草子四季絵詞』（立正大学古書資料館所蔵）

図書館・博物館

グローバル化への対応
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●奨学金制度
本学学生の修学を支えるため、奨学金制度の充実に努めています。

大学独自の奨学金制度
❶立正大学チャレンジ奨学生〈給付〉※1

❷立正大学特別奨学生〈給付〉※1

❸立正大学学部橘経済支援奨学生〈減免〉
❹立正大学セカンドキャリア支援奨学生〈減免〉
❺立正大学校友会成績優秀奨学生〈給付〉
❻立正大学学業継続支援奨学生〈減免〉
❼立正大学大学院学業継続支援奨学生〈減免〉
❽立正大学大学院橘経済支援奨学生〈減免〉※2

❾立正大学大学院研究科別奨学生〈給付〉
※1 受験生対象　　※2 大学院在籍生および入学予定者対象　

その他の奨学金制度
❶日本学生支援機構奨学金〈貸与〉
❷国の修学支援新制度〈給付+減免〉
その他にも留学関連のものや、地方公共団体、民間財団等が実施す
る奨学金があります。

●在学生へのケア
快適な学生生活を送るために、学生生活課、校医、保健室、学
生カウンセリングルーム、障害学生支援室、キャリアサポートセ
ンター、学部が連携し、生活相談、心身の健康相談、キャンパ
ス・ハラスメントの相談にあたっています。また、在学生の心と
身体の健康問題に常時応えることができるように外部の専門
業者と連携し、電話による健康相談を実施しています。

学生カウンセリングルーム
学生カウンセリングルームは、学生が大学生活を送っていく中で
出会うさまざまな問題について相談できるところです。専門のカ
ウンセラーがお話を聞きながら一緒に考えて、問題解決のお手伝
いをします。

障害学生支援室
障害学生支援室は、心理や福祉の専門職であるコーディネーター
が障害のある学生に対して修学支援の相談に応じ、 学部・研究
科や関係部署と連携して支援にあたっています。事前の資料提
供やノートテイクなどの授業時の支援、補助具の持ち込み許可や
試験時間の延長などの定期試験時の配慮といった、学生の障害
の状況にあわせた合理的配慮の支援の提供に関する調整を行っ
ています。

●課外活動
本学では課外活動を正課外教育として、社会性・人間性を涵
養する重要な活動と位置づけています。課外活動・サークル
団体数は100近くあり、学術、文化、スポーツ、そして大学祭
を運営する実行委員会など、さまざまな団体が趣味や目的を
共有する仲間と充実した学生生活を送っています。

課外活動の活性化
学生による、さらなる主体的課外活動の活性化を図るため、課外
活動で顕著な成績を収め、課外活動の振興・発展に貢献した団体・
個人を顕彰しています。

キャリアサポートセンターでは、「キャリア形成支援」「就職活動
支援」「資格取得支援」を3つの柱とし、学生が卒業後の社会
生活や職業生活を行う上で基盤となる知識や技能をより効果
的に習得できる、体系的な支援を行っています。1年生から段階
的かつ継続的に多彩なプログラムに参加することができます。

●キャリア支援の3つの柱
キャリア形成支援
自分の将来のライフキャリアを考えながら自らキャリアデザインを
設計する力を身に付ける科目を開設しています。

就職活動支援
就職活動に向け、目的に合わせた多彩なプログラムを行っています。

「今すべきこと・準備」を着実に進めることができます。また、社
会で活躍をされている採用担当者や公務員の方々にもご協力をい
ただき、求められる人物像等も学ぶことができます。

〈主なプログラム〉
■就職ガイダンス ■キャリアアワー（セミナー・ワークショップ）
■学内合同企業・団体説明会 　　■面接対策セミナー

資格取得支援
大学生としての基礎学力・専門知識に加え、社会で必要とされるス
キルを身に付けることができる各種資格対策講座を開講しています。
学外で受講するよりも低額な費用で受講することができます。また、
公務員受験に向けた採用試験対策講座も開講しています。

●キャリア相談（個別進路相談）
進路・就職に関わるあらゆる内容に関し、学年を問わず1年次
より、常駐している専門のキャリアカウンセラーに相談すること
ができます。卒業後の将来に向けた漠然とした不安はもちろん、
履歴書・エントリーシートの添削や面接対策まで、学生一人ひ
とりに対し、きめ細やかな支援をしています。

●キャリア実習［大学提携型就業体験］・  
　インターンシップ
キャリアサポートセンターでは、大学と企業・団体で提携した
実習を行う授業として2・3年生対象の【キャリア実習［大学提
携型就業体験］】、3年生対象の【インターンシップ】を開設して
います。これらの授業では、日々変化する社会に対応し、納得
のいく進路選択をするために必要な「社会人基礎力の向上」、「自
己理解」、「業界・企業の理解」を促すことを目的としており、将
来設計（キャリアプラン）を考えることができます。

学生生活支援

進路・就職支援
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本学には約120団体の課外活動団体があり、体育会、文化団体、学術研究団体、スポーツ活動団体等、バラエティに富んでいます。
そのうち硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとして指定し、文武両道の精神の下、競技活動と学業の両立に努め、
目標達成に邁進しています。

●硬式野球部

硬式野球部は1949年に発足後、64年に「戦国東都」といわれ
る大学野球屈指の東都大学野球連盟に正式に加盟致しました。
2018年には9年ぶりとなるⅠ部リーグ優勝、明治神宮野球大会
優勝を果たし、再び大学日本一の栄光を手に。未だ成し遂げら
れていない全日本選手権大会を優勝し、大学日本一を目標に掲
げ日々練習に取り組んでいます。

●ラグビー部

ラグビー部は1965年に愛好会として発足、86年に強化クラブに
認定され、2004年、関東大学リーグにて初の1部昇格を成し遂
げました。近年は2部で昇格を目指しておりましたが、2021年に
念願の1部復帰を果たし、次なる目標「大学ラグビーフットボー
ル選手権大会出場」を目指して厳しい練習に臨んでいます。女
子は、日本代表として複数名が選出されており、世界大会、オリ
ンピックでの活躍が期待されます。

●サッカー部

サッカー部は1975年に強化クラブとして認定され、「社会で活躍
できる人材を輩出する」ことをモットーに活動しています。日々の
練習やプロチームとの強化試合、人材育成の面でさまざまな取り
組みを行い、年々着実に力をつけています。2019年、悲願であっ
た全国大会である総理大臣杯、全日本大学サッカー選手権大会
出場を果たし、共に全国ベスト8という記録を立正史に刻みました。

課外活動団体と強化クラブ

●令和5年度活躍した課外活動団体
体育会陸上競技部　駅伝部門
第100回 東京箱根間往復大学駅伝競走予選会　32位

体育会排球部
2023年度 秋季関東大学男子２部　バレーボールリーグ戦　8位

体育会剣道部
第71回 全日本学生剣道選手権大会　
　　　  2名出場　うちベスト32　進出1名
第54回 全日本仏教系大学女子剣道大会　個人戦優勝

吹奏楽部
令和5年度 東京都大学吹奏楽コンクール　金賞受賞
第63回 東京都吹奏楽コンクール大学の部　銀賞受賞

書道部
弘法大師奉賛高野山競書大会　特選・準特選・秀作・優作 各1名
高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会　出展
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［付属校］  立正大学付属立正中学校・高等学校
立正大学付属立正中学校・高等学校は1904年に日蓮宗大学林中等科として現品川区
大崎の地に誕生し、2013年に大田区西馬込の地で新たなスタートを切りました。毎年
1500名近い中高生が、建学の精神や進路教育に基づいたさまざまな行事、キャリア教育
などを通じて、社会で活躍できる人間形成に日々勤しんでおります。また付属校の利点を
生かした高大連携では、大学講義聴講制度や出張授業、教職員によるガイダンスなどを行い、
生徒が大学を身近に感じ、その存在意義や必要性の理解が高まるよう努めております。そ
のため、卒業生の約9割が4年制の大学に進学しており、その多くが本学に進学しています。
〒143-8557  東京都大田区西馬込1-5-1　TEL　03-6303-7683　URL　www.rissho-hs.ac.jp/

［準付属校］  学校法人淞南学園 立正大学淞南高等学校
昨年、創立60周年を迎えた本校は、「バランス感覚のあるリーダーの育成」をスクールミッショ
ンに掲げ、モラリストデザイン、アスリートデザインという独自のカリキュラムを行っています。
高校3年間の中で「なりたい自分」に向かって目標を立て、自分で考え、自分で進んでいく
力を養っています。2001年に立正大学準附属校となって22年目を迎えた立正大淞南は、「叶
えたい夢ができる。叶えたい夢が目標にかわる」学校です。
〒690-8517  島根県松江市大庭町1794-2　TEL　0852-21-9634　URL　www.shonangakuen-h.ed.jp

●学生支援事業
校友会として下記学生支援を行なっています。
成績優秀奨学生、入学・卒業記念品贈呈、課外活動助成・課
外活動特別助成、海外インターンシップ・ボランティア活動支
援、英会話ラウンジ運営支援、震災・特別事情等による困窮
学生向け支援、その他在学生に関する各種支援、校友の集い・
ホームカミングデー開催、保護者向け相談会（保護者懇談会）

●情報発信について
校友会ホームページ、SNS（Facebook・LINE等）の活用なら
びに校友会報・学園新聞での大学の近況や在学生・卒業生の
活動や活躍、各種団体の活動、行事等をお伝えします。在学生・
在学生保護者・卒業生等交流の場として活用いただけるよう
充実に努めております。

校友会の構成

会　　員
学部・大学院在校生、学部・大学院卒業生、短期大学部・保育専
門学校卒業生、在校生の保護者、現元教職員

役　　員
会長１名：立正大学長　副会長１名：立正大学副学長
顧問１名：立正大学学園理事長　監事１名：立正大学学園監事

構成団体
立正大学同窓会
1960年創立。会員数約16万人。全国都道府県支部と8学部の同
窓会で構成されています。

立正大学郵政会
1959年創立。本学卒業生で、郵政事業に携わる現元関係者で構
成されており、登録会員数は約5000人です。

立正大学橘会
1964年創立。立正大学（大学院を含む）に在学する学生の保護者
もしくは保証人を会員とする団体です。会員数約１万人。名称は
大学の校章が ｢橘｣ であることに由来しています。

立正大学校友会は学長が会長となり、在学生、在学生保護者ならびに保証人、卒業生、
現元教職員を会員とし、同窓会、橘会（保護者の会）、郵政会等各種団体が構成団体とし
て所属しています。校友会として、学生支援・卒業生支援、各種親睦行事や構成団体支援、
大学学園振興賛助などの事業を通し、卒業生と在学生ならびに在学生保護者の方が交
流できる機会を多く設け、大学発展のために貢献してまいります。

ホームカミングデー：橘会キャリアサポート講演会

付属校・準付属校

立正大学校友会
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熊谷キャンパス
〒360-0194  埼玉県熊谷市万吉1700

熊谷駅よりバス10分
 ■熊谷駅［JR高崎線、湘南新宿ライン、新幹線、秩父鉄道］
 ■南口よりバス「立正大学」行
　または「森林公園駅」行、「立正大学」下車
森林公園駅よりバス12分
 ■森林公園駅［東武東上線］
 ■北口よりバス「立正大学」行
　または「熊谷駅南口」行、「立正大学」下車

〈在学生はバス料金無料〉Access

本川越

所沢 大宮
川越

秋津

朝霞台

赤羽
池袋

高田馬場

熊谷
キャンパス

秩父鉄道

JR高崎線

JR武蔵野線

東武東上線

JR川越線

熊谷森
林
公
園

品川キャンパス
〒141-8602  東京都品川区大崎4-2-16

大崎駅、五反田駅から徒歩5分
 ■大崎駅［JR山手線、湘南新宿ライン、埼京線、りんかい線］
 ■五反田駅［JR山手線、都営地下鉄浅草線］
大崎広小路駅［東急池上線］から徒歩1分
不動前駅［東急目黒線］から徒歩13分

Access

五反田

大崎

渋谷

目黒

品川

三田

蒲田

品川
キャンパス

東急田園都市線

都営浅草線

りんかい線京浜急行線

JR京浜東北線

JR湘南新宿ライン

JR山手線

大崎広小路大崎広小路

不動前不動前

旗の台旗の台

自由が丘自由が丘

〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
 03（3492）5250　  03（3493）9068

 ■学長室広報課

〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700
 048（536）6010　  048（536）5610

 ■熊谷総務部総務課

 ■www.ris.ac.jp

 ■立正大学　学長室広報課

公式WEB
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キャンパス案内
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